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緩み防止ボルト「モーションタイト」は、ねじ面に発生す
る摩擦熱が集中せず、焼き付き対策にも有効であったた
め、焼き付きやすいステンレスに対応した製品を開発した
いとの要望があった。

焼き付きと緩みを防ぐステンレスボルトの開発15 依頼試験

課　　題

ねじ形状を最適化するため、CAE解析により締め付け時
のねじ山の応力分布や荷重分担率を可視化し、緩み試験
等の結果と合せて形状を検討した。

支 援 内 容

解析及び検討の結果、ステンレスに適したねじ形状を見出
すことができ、従来の優れた緩み防止機能に加え、焼き付
き対策にも有効なステンレス製緩み防止ボルトの商品化
に繋がった。

成　　果

左右非対称のねじ山が特徴的な
ステンレス製緩み防止ボルト

自動車等の製造における切削加工において、より高硬質、
高耐熱性、低反応かつ長寿命な次世代工具がユーザーか
ら求められている。対応策として表面層への立方晶窒化ホ
ウ素膜処理が最適であるが、その成膜技術が確立されて
いない。

革新的な切削工具に繋がる表面硬化層の開発16 受託研究

課　　題

プラズマ処理でテストピース（超硬TUZ80）表面に成膜し
た立方晶窒化ホウ素膜に対し、高分解能走査電子顕微鏡
による構造観察及び膜厚評価を行い、プラズマ処理の成
膜条件にフィードバックした。

支 援 内 容

成膜条件と実際の膜構造のデータを蓄積し、剥離の起こ
りにくい最適な成膜条件を見出した。多層構造を有する
ことで剥離のない厚膜化を実現した。

成　　果プラズマ処理で立方晶窒化ホウ素膜を
成膜させた切削工具用鋼材（超硬
TUZ80）の表面層

株式会社片桐エンジニアリング
真空装置、プラズマ関連装置等の開発・設計・製造

https://www.kk-eng.co.jp/URL

業務内容

有限会社アートスクリュー
緩み防止ねじの開発及び製造・販売

http://www.artscrew.co.jp/URL

業務内容

材料・素材の開発・改良

金属の防食等を目的とした耐熱塗料は、強度、耐久性の
面で厚膜化が望まれている。しかし、熱による膨れ、剥離、
亀裂等の要因となり実現が難しかった。

厚膜型耐熱塗料の開発18 受託研究

課　　題

塗料の組成に着目し、顔料種の選定と配合量を変化させ
た塗料の試作を提案した。その塗料で塗布した塗膜の熱
分析、組成分析等により、理論的に効果のある組成を選
定した。

支 援 内 容

無機顔料を効果的に組み合わせることにより耐 600℃、
垂直塗装で 500µm 厚の塗布が可能なエアゾールタイプ
厚膜型耐熱塗料を開発できた。金型や輸送機器等への
利用が期待できる。

成　　果

厚膜化と耐熱性の両立を実現した
エアゾールタイプシリコーン系塗料

複合資材株式会社
工業用エアゾール製品の製造販売

http://www.fukugoshizai.co.jp/URL

業務内容

電気自動車用充電プラグに使用される銀めっきは、アン
チモン添加によって硬質化し、耐久性が向上する。反面、
比抵抗が増大するため、大電流になると抵抗加熱による
溶損の危険性がある。

酸化グラフェン複合銀めっきの開発17 提案公募型研究

課　　題

アンチモンフリーかつ高潤滑性を目指したプロセスとし
て、酸化グラフェン（GO）複合銀めっきの GO の共析
量及び阻害要因を調査した。 PR 電解法・パルス電解法
を用いて電流波形・パルス周期・電流密度等のめっき条
件を検討した。

支 援 内 容

従来の銀めっきよりプラグの挿抜時の相手材の凝着が低
減され、電気接点における比抵抗が減少した。挿抜を繰
り返す高電流コネクタの耐久性向上に適した新しいめっ
き開発に繋がった。

成　　果
高い潤滑・低凝着性・低接触抵抗を有
し、電気接点の耐久性向上を実現した
アンチモンフリーの酸化グラフェン複
合銀めっき

豊橋鍍金工業株式会社
スズ、スズ合金、金、銀、ニッケルめっき加工

https://www.toyohashiplating.co.jp/URL

業務内容

ねじ山の拡大写真 複合銀めっき断面電子顕微鏡像
（黒色部分が酸化グラフェン)
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従来のカメラモジュール用遮光スペーサーは、端面が光
沢により反射してしまうか、または端面が素材無垢の状
態となり、反射率が高い状態となっていた。そこで、端
面の反射率を抑えた遮光スペーサーが必要となった。

遮光スペーサーの開発13 依頼試験

課　　題

低反射率のスペーサーが製造できる可能性を調べるた
め、種々の基材を用いて作製した試作品の分光反射率の
測定を行った。

支 援 内 容

試作品の分光反射率測定の結果、正反射率で１％未満、
拡散反射率で４％以下となる製造条件を見いだすことが
できた。さらに、試作品を作製した手法を用いることによ
り、遮光スペーサーの量産化が可能となった。

成　　果

端面部反射率１％以下の
カメラモジュール用遮光スペーサー

成形機用樹脂洗浄剤に含まれるガラスファイバーは
繊維長と繊維径が大きいため、高い汚れ搔き取り効
果は得にくく、成形機内を傷めるリスクもあった。
そこで、さらに細かく比表面積の大きいグラスウー
ルを用いた洗浄剤の開発を試みた。

再生材グラスウールを含む樹脂洗浄剤の開発14 受託研究

課　　題

再生材グラスウールの種類や添加剤、マトリックス樹脂を
変えて洗浄剤を試作し、射出成形機内の残留汚れの洗浄
に要したショット数を調べた。

支 援 内 容

洗浄性能の評価により、添加剤及び配合が最適化できた。
これにより、従来品より少量で洗浄可能な樹脂洗浄剤を
開発できた。また、廃棄物の削減や再生材の活用により
環境調和性も向上できた。

成　　果

比表面積の大きいグラスウールを
活かした洗浄能力の高い樹脂洗浄剤

佐橋工業株式会社
防振ゴム等のゴム及び樹脂製品の製造、金型製作

https://www.sahashi-kogyo.co.jp/URL

業務内容

ケーワイズ株式会社
医療機器部品、精密金属加工品、表面処理、その他各種商品の企画、製造、販売及び輸出入営業代行

https://k-wise.jp/URL

業務内容

耐キンク性や内腔保持力が高く、操作性に優れた新規マイ
クロカテーテルの開発にあたり、シャフトの剛性バランスを
最適化したいとの要望があった。

クラス最大内腔のマイクロカテーテルの開発11 依頼試験

課　　題

セグメント毎に異なる剛性を調べるため、万能材料試験
機で手元から先端までの剛性を連続的に測定し、シャフト
の剛性バランスを数値化した。

支 援 内 容

既存製品の剛性を数値化し、セグメント毎の剛性バランスを
最適化したことにより、リニアな操作感とスムーズな追従性
を併せ持つマイクロカテーテルの商品化が実現した。

成　　果

中心循環系マイクロカテーテルの内、
最大外径かつ最大級の内腔

株式会社テクノクラートコーポレーション
カテーテル等血管内治療用製品の開発・製造・販売

https://www.technocrat-corp.com/URL

業務内容

騎手が足を乗せる鐙は、騎乗中に足との当たり方で傷み
が生じにくいこと、安全面で滑らないこと、操作性で軽
いことが求められているが、その技術的な改善に追求の
余地があった。

乗りやすさと安全性に優れた鐙の開発
あぶみ

12 依頼試験

課　　題

形状や素材を変えて試作された鐙に対し、ブーツのソール
材を相手材として摩擦試験を行い、各鐙の滑りにくさを評
価した。

支 援 内 容

摩擦試験の結果から、素材や凹凸のパターン等による摩
擦係数の違いが明確になった。これにより、鐙の滑りにく
さ、安全性の向上に繋がった。

成　　果

素材や形状の工夫で傷みを軽減し、
安全性や軽量性を向上させた鐙

株式会社エムエス製作所
金属、樹脂、ゴムの成形用金型の設計及び製造

https://msgroup.co.jp/URL

業務内容


